








結論 

1,新生児先天性代謝異常スクリーニングにより発見されたガラクトース高値 18 例を検討

した。その病因は、D/G Compound 1 例、UT 欠損 1例、GK 欠損 1例、EP欠損 2例、肝機能

障害に伴う高ガラクトース血症と考えられるもの4例で、他の9例の成因は不明であった。 

2，現在 UT 欠損、GK欠損各 1例に乳糖制限食を施行しておりこれらを含め死亡例を除けば

追跡例はいずれも経過良好で、発達は正常であった。 

3.Fujimura 法によるガラクトース、Gal-1-P の比率は欠損酵素特に GK 欠損の推定に有益で

ある。 

4.transaminase 高値は 4例にみとめられたが、肝機能異常とガラクトース高値の相互の関

係は不明であった。 


